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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
　

＜連絡事項・週間予定＞
· 11/3記念写真、グランドホテルでの記念式典について、基本的に勤務で出席できない職員以外は出席となりますが、勤務以外の理由で出席できない職員は秘書チームまで各自連絡する事。

· 12/15実地指導について、昨年度実地指導及び実地審査報告書、Ｑ＆Ａの内容を確認しておく事。

＜利用者様情報＞

· 田名部　一樹様～10/10青山荘より自宅へ退所している。10/13外来受診後、ご家族も同席しての   ケア会議実施予定。

· 田名部　浩平様～昼食時、レストランに移動せずにいる。理由を伺うと、外来受診後、持参していたパンを食べてしまったため食欲がないと話す。スタッフ配膳すると時間をおいて1/3程度摂取している。日頃から、飲食物の持ち込みや時間外に摂取している事があるため、度々個別に説明しているが同行為を繰り返している。また、最近ではデイケア棟から断り無く出て外来へ行かれる事が頻繁にある。

⇒・現在、月1回の面談実施。実施回数を増やすと共にデイケアの利用規約等につ

いてもその都度確認していく。

・外来受診時（毎水曜日）は母様同伴のため、利用状況を報告すると共に自宅で

の生活状況について確認していく。

　　　　　　　　  ・医事室に依頼し、本人が外来受診後、また、受診以外にも外来で見かけた場合は通所リハビリグループに連絡を入れてもらう。スタッフも定期的な周辺の見回りを行う。

＜プログラム検討＞

○　デイケア選択プログラムについて

内容：手工芸・料理・運動Ａ（軽運動）・運動Ｂ　…現在4グループ

· 2ｸｰﾙ目（3ヶ月）は本日で終了となる。3ｸｰﾙ目のグループ分けについては、本日アンケートを実施する。

· プログラム内容によっては人数の偏りがあり実施場所の検討が必要。

· 運動Ｂは運動Ａ（軽運動）に比べ運動量が多いため、年齢層に偏りが見られる。参加希望者も少なく継続について検討が必要。

※アンケート結果も含め、来週のプログラム検討会でもう一度検討する。

＜勉強会＞

退所者の事例から学ぶもの

看る視点や関わりの傾向はスタッフ様々です。経過の中で関わっている最中はなかなか評価しずらいものです。結果が出て全てが分かるという事でもないが、経過の中で何か出来る事はなかったかを振り返り、チームで考えることは大切である。

· 今回の事例

巴　勇樹様　（27）統合失調症・軽度の精神遅滞

H8年　初回入院（みちのく記念病院）

H10年9月　みかわ神経内科クリニック受診、青南病院入院

H15年12月　当院通所利用開始

（通所利用してからは）

· メンバーとの関係性発展はあまりない。

· 余暇時はゴロゴロしていることが目立つ。

· プログラムへの参加拒否はない。

· 今年4月からはアンデルセン作業に取り組んでいた。

《最近の様子》

· アンデルセン作業については、導入直後は意欲が見られていたが、最近では計画通り取り組むが表情はつまらなそう。出来ばえも未完成なものが増えてきていた。「いつ幸房に行けるかな」と話すこともあった。

· 普段関わりの少ないスタッフに対しても、話し掛けが増えてきていた。

· メンバーとの雑談の中で、将来についての不安をもらしていた。

· アンデルセン作業の取り組みが、将来の事を考えるきっかけになったのではないか。

· うみねこ幸房を見学して「僕にも出来る」という自信に繋がったが､現状はそれ以上進んでいない。

《通所の中で何か出来る事はあったのか　》

· 繰り返すサイクル（体調不良や疲労感を訴えで作業中断）に対し、「いつもはこの数日で…（回復）」というスタッフの思いはなかったか。⇒いつもは休息を勧めると直ぐに横になったりするが、「いいよ…」と断わっている。いつもと違う状況への気付き、観察が必要。

· いつもと違うと感じた時に、経過観察だけでなく、何らかの実践介入ができなかったのか？後からの気付きはあるが、次の日の関わりにつなげることができていたか？

· 違うと思った時に、情報共有を通所内の情報で留めてしまっていた。家族への直接の情報提供は出来ていなかった。

《今後につなげるため》

· 個別担当スタッフは、関係の継続のため定期的な面接を行う。（病棟訪問）

· 面接の情報を、チームカンファレンスで報告する。

· カンファレンスでのスタッフの声を、巴様にチームの声として返して行く。

※今回の結果は「病状悪化のための退所」とスタッフはマイナスに考えず、『本人が今日からの回復に向けてのスタートになるんだ』と言う前向きな意識を持つ事が大切である。スタッフの意識は、対象に通じるものだから。

